
度
年
九
十
二
成
平

会
大
季
春
会
学
文
世
近
本
日

ム
ラ
グ
ロ
プ
会
大
・

旨
要
表
発
究
研
・

日
期
　

）
月
（日
二
十
・）
日
（日
一
十
・）
土
（日
十
月
六

場
会
　

学
大
子
女
京
東

　

館
号
四
二

〒
167 ‒  

8585　

一
│
六
│
二
寺
福
善
区
並
杉
都
京
東

を
書
葉
の
欠
出
、
一

）
金
（
日
二
十
月
五

、
も
合
場
の
席
欠
。
い
さ
だ
く
し
出
お
で
着
必

。
い
さ
だ
く
て
し
函
投
ず
必
、
で
の
す
ま
し
た
い
と
料
資
の
帳
台
簿
名

学
、
上
の
記
明
を
間
期
び
及
先
出
提
・
名
職
、
は
方
の
用
入
御
を
状
頼
依
張
出
、
一

。
い
さ
だ
く
出
し
申
お
へ
）
部
学
文
学
大
院
習
学
（
局
務
事
会

、
一

費
経
会
大

費
加
参
、
は

円
千

費
会
親
懇
、

円
千
七

。
す
で

、
八
二
六
四
一
五
│
四
│
〇
三
一
〇
〇
号
番
座
口
（
紙
用
替
振
の
封
同
は
金
送
、
一

、
で
）」
会
大
学
大
子
女
京
東
季
春
会
学
文
世
近
本
日
「
名
座
口

）
金
（
日
二
十
月
五

、
は
に
紙
用
替
振
、
お
な
。
す
ま
し
た
い
い
願
お
を
み
込
り
振
に
で
ま

内
ず
必

入
記
御
を
訳

。
す
ま
け
受
し
申
も
で
場
会
日
当、
は
方
の
み
の
費
加
参
。
い
さ
だ
く

（
当
弁
に
食
昼
の
日
曜
日
）
日
一
十
月
六
（
目
日
二
会
大
、
一

円
千

た
い
意
用
を
）

。
い
さ
だ
く
金
送
ご
で
紙
用
替
振
の
封
同
は
方
の
望
希
ご
、
で
の
す
ま
し

御
に
欄
該
当
の
書
葉
欠
出
、
は
方
の
望
希
ご
を
料
資
表
発
、
で
加
参
不
に
会
大
、
一

代
求
請
料
資
、
て
に
紙
用
替
振
の
封
同
、
上
の
入
記

円
千

だ
く
で
ん
込
い
払
を

。
す
ま
し
た
い
送
郵
を
料
資
、
後
了
終
会
大
。
い
さ

意
用
の
等
ス
バ
切
貸
用
専
に
特
、
は
査
踏
地
実
学
文
の
）
日
二
十
月
六
（
目
日
三
、
一

 

。
い
さ
だ
く
り
回
お

、
一

。
ん
せ
ま
き
で
は
み
込
り
振
の
費
会
年
る
よ
に
紙
用
替
振
の
封
同

振
の
費
会
年

。
す
ま
い
で
ん
込
じ
綴
に
尾
末
の
』
藝
文
世
近
『
は
紙
用
込

。
い
さ
だ
く
配
手
ご
に
め
早
、
自
各
、
は
て
い
つ
に
等
泊
宿
、
一

る
す
当
該
。
す
ま
し
た
い
布
配
を
」
書
請
申
助
補
金
料
児
託
「
て
に
付
受
場
会
、
一

。
い
さ
だ
く
り
取
け
受
お
は
方
の
員
会

。
い
さ
だ
く
絡
連
御
へ
記
左
は
用
御
の
ぎ
急
お
、
一

局
務
事
会
大
学
大
子
女
京
東
季
春
会
学
文
世
近
本
日

攻
専
学
文
本
日
学
大
子
女
京
東

　

室
究
研
哉
真
延
光

〒
167 ‒  
8585　

一
│
六
│
二
寺
福
善
区
並
杉
都
京
東

話
電
　

）
通
直
（
七
〇
三
六
│
二
八
三
五
│
三
〇

　

s-m
itsunobu@

lab.tw
cu.ac.jp



内
案
ご
の
会
大
季
春
会
学
文
世
近
本
日

。
す
ま
じ
存
と
と
こ
の
祥
清
ご
す
ま
す
ま
下
時
は
に
様
皆
の
員
会

。
す
ま
げ
上
し
申
内
案
ご
、
で
の
す
ま
し
た
い
催
開
り
通
の
記
左
を
会
大
季
春
度
年
九
十
二
成
平
、
て
さ

日
十
二
月
四
年
九
十
二
成
平

会
【

　

】
場

学
大
子
女
京
東

行
【

　

】
事日

一
第

　

）
土
（
日
十
月
六場

会
会
員
委

　

一
〇
三
四
二
階
三
館
号
四
二

）
〇
〇
・
三
一
（
付
受
会
大

）
〇
〇
・
四
一
（
間
時
会
開

場
会
会
表
発
究
研

　

二
〇
二
四
二
階
二
館
号
四
二

1　

―

）
院
（
学
大
阪
大

　

岡　

部　

祐　

佳

2　

版
諸
の
』
抄
ん
き
ん
か
だ
み
あ
『』
語
物
か
だ
は
だ
み
あ
『』
抄
文
要
土
浄
『

 

）
非
（
学
大
京
中

　

飯　

野　

朋　

美

3　

考
再
』
記
軍
長
慶
『
悦
木
植
―
成
生
の
話
説
原
ケ
関

― 

校
学
大
衛
防

　

井　

上　

泰　

至

〇
〇
・
六
一
（
会
総
・
式
賞
授
賞
会
学
文
世
近
本
日

）
〇
三
・
七
一

懇
　
親
　
場
会
会
親
懇

　

急
東
寺
祥
吉

R
E
I

ル
テ
ホ

　

」
の
し
さ
む
「
場
会
宴
階
三

〒
180‒

0003
　

三
│
六
│
一
町
南
寺
祥
吉
市
野
蔵
武
都
京
東

話
電

　

九
〇
一
〇
│
七
四
│
二
二
四
〇

表
代
校
場
会
会
大
季
春
会
学
文
世
近
本
日

　

光
　
延
　
真
　
哉

表
代
局
務
事
会
学
文
世
近
本
日

　

鈴
　
木
　
健
　
一

〕
先
絡
連
局
務
事
〔

〒
171 ‒  

8588　

一
│
五
│
一
白
目
区
島
豊
都
京
東

科
学
文
本
日
語
本
日
部
学
文
学
大
院
習
学

　

　
　
　
　

室
究
研
一
健
木
鈴

電　

話　

一
九
二
九
│
四
〇
九
五
│
三
〇

Ｘ
Ａ
Ｆ

　

七
一
三
九
│
二
九
九
五
│
三
〇

e-m
ail  info@

kinseibungakukai.com
 



日
二
第

　

）
日
（
日
一
十
月
六

）
〇
〇
・
〇
一
（
付
受
会
大

会
表
発
究
研

　

〇
三
・
〇
一
（
部
の
前
午

）
〇
一
・
二
一

場
会
会
表
発
究
研

　

二
〇
二
四
二
階
二
館
号
四
二

4　

― 

）
院
（
学
大
田
稲
早

　

荻　

原　

大　

地

5　

輩
先
宮
神
「』
集
渚
清
『

幷

響
影
の
平
大
居
本
る
見
に
部
歌
長
―
察
考
一
る
す
関
に
」
集
歌
人
学
国
来
近

― 

学
大
院
学
光
梅

　

倉　

本

　
　
　

昭

6　

格
性
の
そ
と
通
流
の
物
み
読
的
楽
娯
の
末
幕
―
考
』
げ
や
み
花
浪
『
集
付
番
小

― 

　

昼
　
休
　

場
会
会
員
委
集
編

　

五
二
一
三
階
一
館
号
三

会
表
発
究
研

　
場
会
会
表
発
究
研

　

二
〇
二
四
二
階
二
館
号
四
二

7　

に
心
中
を
題
問
の
編
嗣
の
へ
員
種
亭
下
柳
ら
か
人
主
庵
筆
一
―
考
者
作
』
譚
傑
豪
也
雷
児
『

― 

）
院
（
学
大
都
京

　

大　

関

　
　
　

綾

8　

』
語
物
子
杓
前
釜
茶
『
と
制
規
現
表
の
巻
合

 

学
大
本
日

　

佐　

藤　

至　

子

9　

ん
ら
な
作
成
秋
田
上
も
』
嵐
夜
小
仏
雅
『

 

授
教
誉
名
学
大
治
明

　

德　

田

　
　
　

武

閉

　
　
　

）
〇
一
・
五
一
（
会

日
三
第

　

）
月
（
日
二
十
月
六

査
踏
地
実
学
文

　

示
展
書
図

　

回
三
第

　

示
展
念
記
年
周
〇
〇
一
立
創

　

―
り
よ
書
和
の
り
か
ゆ
学
大
子
女
京
東
―
む
し
親
に
典
古

時
日

　
所
場

　

し
示
展
も
籍
典
古
の
蔵
所
氏
虔
山
秋
故
で
階
一
館
書
図
、
に
）
月
（
日
二
十
・）
土
（
日
十
月
六
の
中
間
期
催
開
会
学
〔」
室
念
記
戸
渡
新
「
階
二
館
本

、
お
な
。
い
さ
だ
く
覧
ご
て
せ
わ
合
。
す
ま
い
て

ん
せ
ま
れ
ら
見
め
た
の
館
閉
館
書
図
は
）
日
（
日
一
十
月
六

〕。
い
さ
だ
く
意
注
ご
。

。
す
ま
し
た
い
布
配
料
無
を
号
四
九
・
号
三
九
』
藝
文
世
近
『
て
に
場
会
※



考
」
慢
自
娘
の
へ
ま
付
縁
「
一
の
二
巻
』
古
反
文
の
万
『

）
院
（
学
大
阪
大

　

岡　

部　

祐　

佳

　

と
集
編
短
体
簡
書
立
独
、
は
』
古
反
文
の
万
『
集
稿
遺
四
第
の
鶴
西

。
る
あ
で
品
作
つ
持
を
式
形
な
的
徴
特
う
い

　

知
の
婚
結
の
つ
は
お
・
姪
、
は
」
慢
自
娘
の
へ
ま
付
縁
「
一
の
二
巻

。
る
あ
で
簡
書
信
返
た
て
宛
に
門
衛
右
平
・
父
の
つ
は
お
る
あ
で
弟
、
が

呈
を
言
苦
に
方
て
育
の
つ
は
お
と
さ
沢
贅
の
具
道
り
入
嫁
、
は
良
九
平

述
も
を
測
推
の
と
る
あ
が
み
企
は
に
の
い
な
ま
望
を
銀
敷
が
方
先
、
し

。
る
べ

　

質
資
の
人
町
、
が
良
九
平
・
兄
な
直
実
で
的
実
現
、
来
従
は
段
章
本

そ
、
え
与
を
告
忠
て
し
通
を
簡
書
、
し
対
に
門
衛
右
平
・
弟
る
け
欠
に

人
商
「
を
係
関
の
者
両
、
め
認
を
張
主
の
良
九
平
。
た
き
て
れ
さ
と
話

。
る
あ
で
の
た
き
て
え
捉
で
図
構
う
い
と
」
劣
優
の
て
し
と

　

思
に
う
よ
の
の
も
な
確
的
は
張
主
の
良
九
平
と
る
す
見
一
、
に
か
確

基
に
論
般
一
や
訓
教
で
ま
く
あ
は
測
推
や
告
忠
の
そ
し
か
し
。
る
れ
わ

情
事
る
巡
を
姻
婚
の
層
人
商
の
時
当
、
た
ま
。
い
な
ぎ
す
に
の
も
く
づ

商
、
は
に
動
行
の
門
衛
右
平
た
き
て
れ
さ
と
慮
短
来
従
、
ば
れ
み
鑑
に

。
る
き
で
が
と
こ
る
め
認
を
性
略
戦
の
て
し
と
人

　

、」
人
商
的
守
保
る
じ
ん
重
を
論
般
一
や
訓
教
「を
良
九
平、
は
で
表
発
本

て
し
と
」
人
商
い
強
の
心
上
向
る
め
求
を
益
利
に
的
略
戦
「
を
門
衛
右
平

殊
特
う
い
と
体
簡
書
立
独
、
が
像
人
商
的
照
対
な
う
よ
の
そ
、
し
直
え
捉

り
有
の
ち
た
人
商
る
ぐ
め
を
姻
婚
の
時
当
、
で
と
こ
る
れ
か
描
で
式
形
な

』
語
物
か
だ
は
だ
み
あ
『』
抄
文
要
土
浄
『

版
諸
の
』
抄
ん
き
ん
か
だ
み
あ
『

）
非
（
学
大
京
中

　

飯　

野　

朋　

美

　

、
は
』
抄
ん
き
ん
か
だ
み
あ
『』
語
物
か
だ
は
だ
み
あ
『』
抄
文
要
土
浄
『

』
成
集
子
草
名
仮
『、
は
氏
彦
治
倉
朝
。
る
あ
で
作
諸
う
合
り
な
重
が
文
本

』
語
物
か
だ
は
だ
み
あ
『
が
』
抄
ん
き
ん
か
だ
み
あ
『、
に
題
解
巻
一
第

、
版
）
六
五
六
一
（
年
二
暦
明、
し
と
る
あ
で
の
も
た
せ
さ
立
独
を
巻
下
の

本
山
）
四
六
六
一
（
年
四
文
寛
の
み
の
巻
下
、
版
会
松
の
載
記
無
年
刊

い
て
れ
さ
記
を
と
こ
た
し
見
実
を
版
屋
問
本
年
十
文
寛
と
版
門
衛
左
九

は
だ
み
あ
『
つ
持
を
記
刊
の
年
二
暦
明
、
は
氏
生
夏
古
市
で
い
次
。
る

目
て
え
代
に
頭
巻
の
』
抄
文
要
土
浄
『
刊
年
同
、
が
巻
下
』
語
物
か
だ

る
あ
で
の
も
た
し
用
利
ま
ま
の
そ
を
下
以
、
し
刻
新
を
頭
冒
文
本
と
録

。
た
れ
さ
と

　

浄
『
刊
年
二
暦
明
蔵
氏
古
市
。
い
多
り
な
か
、
は
種
版
の
書
三
ら
れ
こ

認
確
を
種
十
版
七
で
点
時
現
に
外
以
れ
そ
、
が
だ
見
未
は
』
抄
文
要
土

。
い
た
べ
述
を
と
こ
の
下
以
、
は
で
表
発
本
。
た
き
で
が
と
こ
る
す

　

わ
行
が
訂
修
の
柱
は
本
記
刊
年
二
暦
明
』
語
物
か
だ
は
だ
み
あ
『）
一
（

あ
『）
二
（。
た
け
続
れ
さ
受
享
く
ら
長、
れ
さ
版
求
に
期
中
代
時
戸
江、
れ

月
一
年
六
文
寛
は
行
刊
の
版
会
松
』）
抄
ん
き
ん
か
（
語
物
か
だ
は
だ
み

浄
『
版
屋
亀
の
詳
未
年
刊、
か
ほ
の
版
屋
問
本、
版
本
山
の
述
前
。
る
あ
で

六
文
寛
）
三
（。
た
れ
さ
出
数
多
が
版
異
で
戸
江
、
り
あ
も
』
抄
文
要
土

れ
さ
出
が
』
抄
ん
き
ん
か
だ
み
あ
『
版
門
衛
左
八
屋
字
文
八
は
に
月
五
年

の
こ
。
い
し
珍
は
の
も
の
外
以
本
璃
瑠
浄
で
版
屋
字
文
八
の
期
文
寛
。
た

。
る
き
で
定
推
と
の
も
た
れ
さ
行
刊
て
し
識
意
を
版
会
松
月
一
年
六
文



成
生
の
話
説
原
ケ
関

―
考
再
』
記
軍
長
慶
『
悦
木
植
―

校
学
大
衛
防

　

井　

上　

泰　

至

　

。
る
い
て
れ
さ
な
で
学
史
歴
年
近
、
が
論
議
る
け
か
げ
投
を
問
疑
な
的

康
家
が
秋
秀
川
早
小
、
や
」
定
評
山
小
「
謂
所
、
は
旬
峰
白
、
ば
え
例

」
砲
鉄
問
「
う
い
と
た
し
断
決
を
り
切
裏
、
で
射
発
砲
鉄
る
よ
に
命
の

、
じ
断
と
造
捏
る
よ
に
記
軍
の
後
、
を
件
事
る
な
と
ト
ン
イ
ポ
、
ど
な

り
切
裏
の
川
早
小
の
朝
早
日
五
十
月
九
年
五
長
慶
、
は
て
い
つ
に
者
後

の
ど
は
像
原
ケ
関
の
説
通
、
は
で
。）
年
四
一
〇
二
』
実
真
の
戦
合
原
ケ

』
記
軍
長
慶
『
て
め
改
、
ば
て
立
に
味
興
う
い
と
か
の
た
し
立
成
で
点
時

、
が
書
本
、
は
者
表
発
に
既
。
る
く
て
し
上
浮
が
在
存
の
）
序
年
三
文
寛
（

関
『
斎
忍
川
宮
る
れ
ら
知
く
よ
、
て
し
と
け
駆
先
の
記
軍
ノ
モ
原
ケ
関

ム
サ
『（
た
い
て
じ
論
を
と
こ
る
あ
で
の
も
い
早
り
よ
』
成
大
記
軍
原
ケ

報
き
つ
に
点
の
下
以
に
た
新
回
今
、
が
）
年
七
〇
〇
二
』
斎
書
の
イ
ラ

。
る
す
告

　

系
家
兵
『（
料
資
新
る
す
関
に
悦
木
植
者
学
軍
流
州
甲
の
者
著
、
ち
即

軍
行
先
、
理
整
の
本
諸
る
き
で
別
大
に
本
年
八
と
本
年
三
文
寛
、）
』
図

が
木
植
、
に
特
、
徴
特
の
事
記
き
し
思
と
ル
ナ
ジ
リ
オ
い
な
は
に
等
記

関
家
堂
藤
て
し
連
関
に
）
口
任
（
通
高
代
初
居
久
藩
支
堂
藤
た
し
官
仕

・
記
軍
・
譜
家
名
大
、
に
ら
さ
。
る
あ
で
等
味
意
た
し
補
増
を
事
記
係

問
の
容
受
の
書
本
る
せ
見
を
開
展
な
様
多
と
へ
等
風
屏
・
図
絵
・
録
実

ケ
関
『』
譜
家
田
黒
『』
記
誌
戦
合
原
ケ
関
『
の
続
後
、
も
て
い
つ
に
題

の
つ
四
る
載
に
』
記
軍
長
慶
『
び
よ
お
、
較
比
の
と
等
』
成
大
記
軍
原

。
る
す
望
展
ら
か
ど
な
係
関
の
と
風
屏
や
図
絵
戦
合
、
と
図
絵

譜
系
の
録
実
物
郎
五
惣
倉
佐

）
院
（
学
大
田
稲
早

　

荻　

原　

大　

地

　

惣
倉
佐
、
も
で
中
。
い
多
が
品
作
の
ず
か
つ
手
に
だ
ま
い
は
録
実
世
近

す
対
に
者
政
為
、
り
採
に
公
人
主
を
郎
五
惣
倉
佐
・
民
農
は
録
実
物
郎
五

惣
倉
佐
の
こ
、
で
ま
れ
こ
。
る
れ
さ
目
注
て
し
と
録
実
た
い
描
を
抗
抵
る

体
全
の
そ
、
ず
ら
お
て
れ
さ
為
が
理
整
な
的
系
体
の
本
諸
は
録
実
物
郎
五

二
年
八
〇
〇
二
、
院
書
古
汲
』
究
研
の
録
実
世
近
『（
」
稿
覧
一
名
書
録
実

　

本
諸
の
録
実
物
郎
五
惣
倉
佐
、
で
り
限
る
入
に
見
管
は
者
表
発
で
こ
そ

つ
え
ま
踏
も
究
研
行
先
の
で
野
分
の
学
史
歴
、
い
行
を
理
整
と
査
調
の

相
様
の
開
展
の
へ
芸
文
他
と
握
把
の
像
体
全
の
録
実
物
郎
五
惣
倉
佐
、
つ

。
た
め
努
に
と
こ
る
す
明
解
を

　

系
堂
蔵
地
が
録
実
物
郎
五
惣
倉
佐
、
て
し
と
果
結
の
そ
、
は
で
表
発
本

騒
は
て
い
お
に
録
実
物
郎
五
惣
倉
佐
、
と
こ
る
き
で
別
大
に
系
記
動
騒
と

』
語
物
実
花
倉
佐
『
る
す
属
に
系
記
動
騒、
と
こ
た
め
占
を
流
主
が
系
記
動

録
実
古
今
『
が
』
語
物
実
花
倉
佐
『
に
ら
さ
、
と
こ
い
高
が
性
能

 

倉
佐

　

へ
本
読
種
録
実
の
録
実
物
郎
五
惣
倉
佐
、
り
な
と
能
可
が
と
こ
る
す
握
把

る
き
で
に
か
ら
明
を
と
こ
る
め
占
を
置
位
な
要
重
が
』
語
物
実
花
倉
佐
『

。
る
い
て
え
考
と



る
す
関
に」
集
歌
人
学
国
来
近
幷
輩
先
宮
神
「』
集
渚
清
『

察
考
一

│
響
影
の
平
大
居
本
る
見
に
部
歌
長
―

学
大
院
学
光
梅

　

倉　

本
　
　

 

昭

　

歌
和
文
和
る
成
ら
か
巻
九
十
四
だ
ん
編
が
雅
経
田
木
荒
・
宜
禰
宮
内

先
宮
神
「
る
ま
始
ら
か
四
十
四
巻
、
は
）
蔵
庫
文
宮
神
（』
集
渚
清
『
集輩

幷

。
い
た
し
目
注
に
群
歌
長
た
れ
ら
め
収
に
集
歌
の
そ

　

輩
先
宮
神
「
の
雅
経

幷

お
に
史
学
文
世
近
、
は
」
集
歌
人
学
国
来
近

・
友
親
の
雅
経
、
が
だ
。
い
な
が
と
こ
る
れ
さ
及
言
ど
ん
と
ほ
、
て
い

れ
ら
て
立
が
目
項
に
』
典
辞
大
学
文
典
古
本
日
『
刊
店
書
波
岩
は
』
玉

』
玉
之
浦
十
八
『
の
こ
。
る
れ
さ
化
字
活
に
』
観
大
歌
国
編
新
『、
て
い
て

る
見
を
群
歌
長
る
ま
収
に
本
版
や
稿
手
平
大
た
き
て
れ
ば
呼
と
本
原
の

卿
雅
経
『
筆
随
。
る
す
見
散
が
品
作
た
れ
ら
め
収
も
に
』
集
渚
清
『、
と

輩
先
宮
神
「
は
雅
経
、
ば

幷

大
、
り
た
当
に
纂
編
」
集
歌
人
学
国
来
近

あ
が
友
交
の
と
平
大
、
体
自
想
発
む
編
を
」
集
歌
人
学
国
来
近
「、
ず
ら

大
の
友
、
は
に
こ
そ
。
つ
立
目
が
品
作
の
平
大
は
に
歌
長
る
れ
さ
録
収
に

に
」
ら
か
れ
こ
「
と
」
ま
い
「
の
圏
芸
文
る
す
と
心
中
を
宮
神
、
そ
こ
平

。
る
れ
取
み
読
も
い
思
の
雅
経
う
い
と
、
だ
物
人
す
た
果
を
割
役
な
要
重

　

平
大
、
が
集
歌
だ
ん
編
が
雅
経
に
う
よ
る
す
行
並
と
』
玉
之
浦
十
八
『

。
る
え
考
と
る
す
来
由
に
と
こ
る
す
存
の
い
思
い
た
し
彰
顕
を

考
』
げ
や
み
花
浪
『
集
付
番
小

―
格
性
の
そ
と
通
流
の
物
み
読
的
楽
娯
の
末
幕
―

　

　

か
末
幕
、
は
』
げ
や
み
花
浪
『
た
め
集
を
類
」
付
番
小
「
る
ゆ
わ
い

花
浪
『、
は
で
表
発
本
。
た
し
博
を
気
人
り
た
わ
に
期
長
で
ま
期
治
明
ら

と
と
る
す
に
か
ら
明
を
相
様
の
通
流
の
そ
し
理
整
を
版
諸
の
』
げ
や
み

。
る
す
討
検
に
細
詳
て
い
つ
に
格
性
の
て
し
と
物
み
読
け
向
衆
大
、
に
も

　

・
冊
五
編
初
。
る
す
介
紹
を
版
衛
兵
喜
屋
塩
る
れ
わ
思
と
版
初
、
ず
ま

多
（
り
摺
枚
一
の
版
求
の
ら
か
ど
な
衛
兵
得
屋
内
河
に
中
の
冊
五
編
二

る
い
て
れ
ま
含
が
）
か
の
も
る
す
当
相
に
本
刷
初
う
言
が
氏
夫
郁
比
治

付
番
小
・
動
移
の
木
板
の
へ
七
平
屋
内
河
、
に
次
。
る
す
認
確
を
と
こ

綿
と
』
げ
や
み
花
浪
『、
て
え
加
。
る
す
討
検
を
等
加
追
・
え
替
れ
入
の

吾
『
の
刊
年
五
永
嘉
び
よ
お
）
冊
五
（』
し
う
さ
み
し
楽
『
の
版
衛
兵
喜
屋

年
三
十
治
明
に
後
最
。
る
す
に
か
ら
明
を
係
関
の
と
）
編
五
（』
産
土
妻

。
る
れ
触
も
に
在
存
の
ど
な
」
げ
や
み
華
浪
／
化
開
「・」
げ
や
み
華
浪
「
刊

　

情
「
①
、
に
他
の
」
び
遊
葉
言
「
た
じ
論
が
氏
靖
恭
野
小
、
は
容
内

行
流
「
④
」
び
遊
的
智
機
「
③
」
供
提
の
恵
知
な
利
便
「
②
」
達
伝
報

、
ら
か
中
の
②
。
る
す
摘
指
を
と
こ
る
き
で
類
分
に
」
化
摺
枚
一
の
品
作

）
刷
降
以
年
二
化
弘
（
編
二
』
草
ひ
な
し
や
『
の
版
衛
兵
仁
谷
大
の
京

小
『
刊
年
三
化
文
、
ら
か
中
の
④
た
ま
、
げ
挙
を
例
る
い
て
れ
さ
用
使
が

川
蜷
休
一
『
刊
年
四
十
化
文
と
）
作
馬
三
亭
式
（』
尽
字
譃
ら
む
か
ば
野

。
る
す
介
紹
を
例
る
い
て
れ
さ
直
き
書
が
』
答
問
歌
狂
／

　

る
け
お
に
末
幕
て
し
通
を
討
検
の
』
げ
や
み
花
浪
『
に
う
よ
の
上
以

み
読
的
楽
娯
け
向
衆
大
の
時
当
、
き
で
握
把
が
相
様
の
化
楽
娯
の
報
情



考
者
作
』
譚
傑
豪
也
雷
児
『

―
に
心
中
を
題
問
の
編
嗣
の
へ
員
種
亭
下
柳
ら
か
人
主
庵
筆
一
―

）
院
（
学
大
都
京

　

大　

関

　
　
　

綾

　

『
巻
合

児

譚
傑
豪
也
雷

に
者
作
の
人
四
は
）
年
四
応
慶
―
十
保
天
（』

・
十
に
後
没
、
し
没
に
夏
年
元
永
嘉
の
後
行
刊
編
九
は
人
主
庵
筆
一
る
れ

て
れ
さ
と
た
し
筆
執
が
員
種
亭
下
柳
ら
か
編
二
十
く
続
、
行
刊
編
一
十

。
る
い

　

齟
に
容
内
筆
執
の
人
二
者
作
前
は
員
種
、
て
い
お
に
文
序
の
編
十
二

て
べ
す
は
所
箇
当
該
の
そ
、
り
お
て
し
摘
指
を
と
こ
る
い
て
じ
生
が
齬

の
編
一
十
・
十
、
と
る
え
ま
踏
を
と
こ
の
こ
。
る
れ
さ
認
確
に
で
ま
編
九

の
編
両
、
の
の
も
る
れ
さ
記
が
旨
の
と
稿
脱
前
生
庵
筆
一
、
は
に
文
序

。
る
れ
わ
思
に
う
よ
る
あ
が
地
余
の
討
検
、
は
て
い
つ
に
者
作

　

児
『
る
れ
さ
と
筆
自
の
庵
筆
一
に
館
書
図
理
天
属
附
学
大
理
天
、
て
さ

『、
編
十
』
譚
傑
豪
也
雷

其

影
面
鄙
紫

『、
上
編
四
』

青

礎
庁
石
陽

・
上
編
二
』

一
も
れ
ず
い
は
編
の
品
作
の
ら
れ
こ
。
る
れ
さ
蔵
所
が
本
稿
の
上
編
三

に
文
序
の
そ
、
で
の
も
た
れ
さ
行
刊
て
し
と
作
の
人
同
、
後
没
の
庵
筆

本
稿
、
ら
が
な
し
か
し
。
る
れ
さ
記
も
名
署
、
り
あ
と
稿
脱
の
前
生
は

一
、
り
お
て
し
似
酷
に
れ
そ
の
員
種
は
跡
筆
の
文
本
る
け
お
に
品
作
三

案
勘
も
と
こ
る
い
で
い
嗣
き
書
が
員
種
を
品
作
三
ら
れ
こ
に
後
没
庵
筆

で
作
代
の
員
種
は
編
の
行
刊
後
没
る
れ
さ
と
作
庵
筆
一
来
従
、
と
る
す

年
晩
庵
筆
一
、
め
た
る
す
に
固
強
を
論
の
上
以
。
い
高
が
性
然
蓋
る
あ

て
い
つ
に
り
わ
関
の
と
員
種
と
庵
筆
一
、
し
査
調
も
て
い
つ
に
品
作
の

も
り
よ
編
二
十
が
員
種
て
し
関
に
』
譚
傑
豪
也
雷
児
『、
で
上
た
し
味
吟

。
る
べ
述
を
望
展
の
へ
論
品
作
、
に
緒
端
を
題
問
の
編
嗣
の
こ
、
に
ら
さ

』
語
物
子
杓
前
釜
茶
『
と
制
規
現
表
の
巻
合

学
大
本
日

　

佐　

藤　

至　

子

　

譚
狐
尾
九
は
）
刊
年
八
化
文
、
作
子
東
塚
竹
（』
語
物
子
杓
前
釜
茶
『

復
の
行
流
年
近
、
は
に
中
作
。
る
あ
で
巻
合
の
風
紙
表
黄
た
し
材
取
に

す
場
登
ば
し
ば
し
が
ど
な
人
悪
・
蛇
・
霊
幽
に
本
読
入
絵
や
紙
草
の
仇

じ
命
に
部
式
鳶
紅
が
守
国
た
し
意
同
、
え
訴
を
れ
そ
に
守
国
て
じ
通
を

。
る
あ
が
面
場
る
す
に
首
ち
打
、
せ
さ
え
ら
捕
を
ら
れ
そ
て

　

認
う
い
と
る
い
て
れ
ら
き
飽
に
々
人
し
出
頻
に
巻
合
・
本
読
が
霊
幽

』
本
種
作
戯
内
之
腹
『
た
い
描
を
幕
内
の
者
作
、
は
識

(

、
作
馬
三
亭
式

単
は
で
』
語
物
子
杓
前
釜
茶
『
が
だ
。
る
れ
ら
見
も
に
）
刊
年
八
化
文

が
者
力
権
、
く
な
は
で
の
る
れ
か
描
が
り
廃
り
行
流
の
て
し
と
材
素
に

」
組
絵
之
祥
不
伐
殺
悪
剛
「
る
け
お
に
類
本
読
紙
草
は
主
名
煎
肝
掛
改

同
「」
事
の
悪
凶
共
女
男
「は
間
仲
屋
問
本
地、
）
年
四
化
文
（し
視
題
問
を

獣
異
鳥
異
「」
事
の
異
怪
付
に
右
、
出
燃
抔
火
り
よ
中
身
、
ひ
煩
を
病
奇

て
し
知
通
に
者
作
、
め
決
を
旨
い
な
し
版
出
を
巻
合
む
含
を
等
」
図
の

で
』
語
物
子
杓
前
釜
茶
『。
）」
事
之
得
心
風
作
巻
合
「
年
五
化
文
（
た
い

は
で
の
る
き
で
釈
解
と
る
い
て
れ
さ
化
画
戯
が
制
規
現
表
た
し
う
こ
は

。
か
い
な

　

人
悪
い
長
の
代
月
、
蛇
と
霊
幽
「
て
し
と
言
の
友
の
子
東
は
に
末
結

る
あ
が
人
る
見
）
略
（
し
べ
る
な
る
出
に
ゝ
ま
き
良
が
け
受
の
物
見
も

と
に
子
東
。
る
あ
と
」
ん
ま
憎
ぞ
ん
な
、
く
描
ら
か
る
作
、
る
作
ら
か

。
い
な
れ
し
も



ん
ら
な
作
成
秋
田
上
も
』
嵐
夜
小
仏
雅
『

授
教
誉
名
学
大
治
明

　

德　

田

　
　
　

武

　

秋
田
上
は
』
伝
仙
列
『
本
落
洒
「、
に
号
三
十
第
』
雅
風
戸
江
『
は
私

一
う
も
が
品
作
る
れ
ら
え
考
と
作
成
秋
、
が
た
し
表
発
を
」
り
な
作
成

、
り
あ
で
）
刊
和
明、
降
以
年
四
和
明
（』
嵐
夜
小
仏
雅
『
は
れ
そ
。
る
あ
つ

小
仏
雅
『
き
べ
す
称
も
と
版
世
の
あ
の
』
伝
仙
列
『「
が
彦
幸
村
中
に
夙

喝
を
格
性
の
そ
、
と
）」
壇
騒
阪
大
の
和
明
暦
宝
「（
」
冊
一
本
中
』
嵐
夜

。
る
あ
で
の
も
た
い
て
し
破

　

同
と
物
人
る
す
場
登
に
』
伝
仙
列
『、
は
と
版
世
の
あ
の
』
伝
仙
列
『

、
説
小
た
い
描
を
か
る
い
て
し
ご
過
に
う
よ
の
ど
で
土
冥
、
が
物
人
一

雅
『る
あ
に
縁
近
と』
伝
仙
列
『に
う
よ
の
こ
。
る
あ
で
味
意
の
程
う
い
と

年
三
十
暦
宝
、
は
の
る
れ
ら
せ
さ
目
注
に
特
、
が
る
あ
で
』
嵐
夜
小
仏

明
（』
狙
間
世
耳
聴
道
諸
『、
り
お
て
し
出
を
名
三
再
に
』
伝
仙
列
『
の
行
刊

た
い
て
れ
ら
げ
上
り
取
く
し
か
懐
に
公
人
主
、
で
二
の
四
）
刊
年
三
和

て
し
場
登
く
き
大
や
も
た
ま
、
て
し
と
役
内
案
の
り
巡
土
冥
、
が
生
瓜

の
こ
、
で
こ
そ
。
る
あ
で
け
だ
』
嵐
夜
小
仏
雅
『』
狙
間
世
『』
伝
仙
列
『

雅
『、
ば
れ
す
言
換
、
作
の
成
秋
な
的
執
偏
、
は
作
三
つ
持
を
向
傾
の
通
共

。
る
れ
ま
生
が
想
着
う
い
と
、
か
い
な
は
で
作
成
秋
も
』
嵐
夜
小
仏

　

こ
、）
題
解
』
伝
人
粋
華
浪
『（
り
あ
が
分
部
る
い
て
え
ま
踏
を
動
騒
太

に
証
一
の
作
成
秋
、
も
れ
こ
り
ま
つ
。
る
せ
さ
想
連
を
事
る
い
て
し
わ

。
う
よ
得
り
な
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MEMO
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JR「西荻窪」駅（JR中央・総武線、東京メトロ東西線乗入）
・北口より徒歩12分
・北口（1番のりば）より関東バス・西10・吉祥寺駅（北口）行バスで「東京女子大前」
JR/京王「吉祥寺」駅（JR中央・総武線、東京メトロ東西線乗入、京王井の頭線）
・北口（3番のりば）より関東バス・西10・西荻窪駅行バスで「東京女子大前」
西武「上石神井」駅（西武新宿線）
・南口より関東バス・西02・西荻窪駅行バスで「地蔵坂上」下車　徒歩5分

G: 24号館（1F 書籍販売　2F 大会会場/休憩室　3F 委員会会場）
A：本館（2F新渡戸記念室・創立100周年記念展示「古典に親しむ―東京女子大学ゆかりの和書より―」）
K：図書館（1F入口・故秋山虔氏所蔵古典籍展）　10日（10：00～18：00）・12日（8：45～21：00）のみ。

会場案内図

会場へのアクセス


